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サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
新
設

新築移転された伊勢赤十字病院

病棟で医師（左）と対話する薬剤師

手術室エリアの一角に設置されたサテライト
ファーマシー

３
～
５
階
の
各
階
に
サ
テ
ラ
イ
ト

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が
新
設
さ
れ
た

外来化学療法室に隣接するケモサテライト
ファーマシー

伊勢赤十字病院

薬
剤
師
の
病
棟
業
務
の
拠
点
に

　伊勢赤十字病院（旧山田赤十字病院、伊勢市、655床）は2012

年１月の新築移転を機に、院内５カ所にサテライトファーマシー

を設置し、薬剤師が病棟での業務を行いやすい環境を整備した。

薬剤師数も大幅に増え、同年４月から病棟薬剤業務実施加算の算

定を開始している。

　

同
院
は
三
重
県
南
部
の
急
性
期
医
療
を
担
う
拠
点
病

院
。新
築
移
転
に
よ
っ
て
救
急
医
療
体
制
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
た
。救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
や
手
術
部
門
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
救
命
病
棟
な
ど
を
機
能
的
に
配
置
。三
重

大
学
病
院
と
２
カ
月
交
代
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
屋
上
に

常
駐
さ
せ
、
救
急
患
者
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。手

術
室
は
16
室
に
増
や
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と
し
て
外
来
化
学

療
法
室
を
50
床
に
増
床
。全
国
で
３
施
設
目
と
な
る
Ｍ

Ｒ
Ｉ
併
設
の
手
術
室
を
新
設
し
た
ほ
か
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
放

射
線
治
療
器
を
増
設
。20
床
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
新
設

し
た
。

　

病
院
の
機
能
充
実
に
併
せ
て
薬
剤
部
の
体
制
も
新
し

く
な
っ
た
。そ
の
象
徴
が
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

の
新
設
だ
。３
～
５
階
に
一
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
手
術
室
、
外
来
化
学
療
法
室
に
設
け
ら
れ
た
。各
病

棟
や
各
部
門
に
近
い
位
置
で
薬
剤
師
が
業
務
を
行
う
と

い
う
姿
勢
が
、よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

　

薬
剤
部
副
部
長
の
谷
村
学
氏
は
「
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
片
隅
で
薬
剤
師
が
業
務
を
行
っ
て
い

る
病
院
は
多
い
と
思
う
。当
院
も
移
転
前
は
そ
う
だ
っ

た
が
、
以
前
か
ら
薬
剤
管
理
指
導
業
務
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
薬
剤
師
が
病
棟
で
仕
事
を
し
や
す
い
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
か
っ
た
し
、
安
心
し
て
仕
事
を
で
き
る
場

所
が
欲
し
か
っ
た
。他
の
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
か
ら

情
報
を
取
り
や
す
い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
病
棟
の
近
く

に
そ
の
場
所
を
設
置
し
た
か
っ
た
」と
話
す
。

　

ま
た
、
注
射
剤
に
関
す
る
業
務
を
各
病
棟
で
完
結
さ

せ
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。当
初
は
、
病
棟
の
サ

テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
ピ
ッ
キ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を

設
置
す
る
構
想
だ
っ
た
が
、
中
央
で
対
応
す
る
体
制
に

変
更
。サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
は
ク
リ
ー
ン
ベ

ン
チ
を
置
き
、
そ
こ
で
注
射
薬
の
混
合
調
製
を
手
が
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
院
の
院
外
処
方
せ
ん
発
行
率
は
約
90
％
。薬
剤
管

理
指
導
業
務
の
実
施
件
数
は
月
に
約
２
５
０
０
件
と

多
く
、
以
前
か
ら
薬
剤
師
が
病
棟
に
常
駐
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
た
。こ
う
し
た
実
績
を
背
景
に
、
昨
年
春
に

薬
剤
師
９
人
を
新
規
採
用
。薬
剤
師
数
は
計
31
人
と
大

幅
に
増
え
た
。ま
た
、
薬
剤
部
専
属
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
職
員
も

常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
新
築
移
転
を
機
に
、
薬
剤
に
関
す
る
業
務
を
今
ま

で
以
上
に
薬
剤
師
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
院
長
か
ら

の
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
」
と
谷
村
氏
は
振
り
返
る
。

増
え
た
薬
剤
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
、
▽
病
棟
で
の
注
射

薬
の
混
合
調
製
▽
配
薬
カ
ー
ト
へ
の
セ
ッ
ト
▽
手
術
室

で
の
業
務
―
―
な
ど
新
築
移
転
後
に
開
始
し
た
業
務
に

振
り
向
け
た
。

　

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
の
た
め
に
薬
剤
師
を
増
や

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
純
粋
に
薬
剤
師
の
業
務
拡
充
に

期
待
し
て
の
増
員
だ
っ
た
が
、
結
果
的
に
昨
年
４
月
か

ら
同
加
算
の
算
定
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
。従
来

か
ら
病
棟
で
様
々
な
業
務
を
担
っ
て
い
た
た
め
、
業
務

内
容
を
大
き
く
変
更
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
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21病棟全てに薬剤師を配置
中央と病棟の業務、各自が兼任

。
る

　

棟
病
当
担
に
師
剤
薬
各
。
い
広
幅
は
務
業
の
そ
。
る
い

病
８
全
の
ア
ロ
フ
じ
同
、
が
る
い
は
て
れ
ら
振
り
割
が

ら
が
な
し
力
協
が
師
剤
薬
る
い
に
こ
そ
、
を
務
業
の
棟

。
る
い
て
し
築
構
を
制
体
す
な
こ

　

剤
薬
て
め
含
も
日
祝
日
土
ら
か
前
以
は
査
調
薬
参
持

が
院
退
入
、
く
短
は
数
日
院
在
。
た
き
て
し
応
対
が
師

。
い
き
大
は
量
務
業
る
す
要
に
査
調
薬
参
持、
め
た
い
多

　

ン
セ
、
朝
毎
。
だ
当
担
の
師
剤
薬
棟
病
も
理
管
薬
麻

　

長
部
剤
薬
る
あ
に
場
立
的
理
管
、
は
務
業
の
で
棟
病

の
内
院
。
当
担
が
員
全
師
剤
薬
た
い
除
を

21

て
全
棟
病

。
る
い
て
し
置
配
を
師
剤
薬
に

　

２
、
ど
な
し
出
い
払
の
薬
射
注
や
剤
調
の
者
患
院
入

が
師
剤
薬
各
で
中
の
日
１
。
う
行
て
し
け
分
手
が
員
全

り
割
に
と
ご
間
時
１
を
か
の
る
す
当
担
を
務
業
の
ど

テ
サ
モ
ケ
る
す
接
隣
に
室
法
療
学
化
来
外
。
る
け
が
手

病
は
師
剤
薬
の
人
６
る
す
当
担
、
が
る
な
に
心
中
が
務

。
う
行
を
援
支
の
者
患
ん
が
、
び
運
を
足
も
に
棟

　

と
す
ら
減
を
担
負
の
者
理
管
薬
麻
「。
る
い
て
し
却
返

看
、
し
理
管
で
ろ
こ
と
い
近
に
棟
病
も
で
し
少
、
に
共

る
す
握
把
を
況
状
用
使
し
や
増
を
点
接
の
と
ど
な
師
護

。
る
語
は
氏
村
谷
と
」
る
あ
も
い
狙
う
い
と

　

注
般
一
、
が
務
業
た
し
始
開
に
た
新
に
後
転
移
築
新

　

時
２
に
中
前
午
、
間
日
４
週
の
で
ま
日
曜
金
ら
か
日
曜

を
薬
参
持
、
薬
方
処
期
定
の
分
間
週
１
て
け
か
ど
ほ
間

　

、
め
た
い
多
が
止
中
や
更
変
の
薬
は
で
棟
病
器
環
循

気
が
用
作
互
相
の
薬
た
れ
さ
加
追
「
は
氏
子
典
宅
小
の

り
よ
を
ん
さ
者
患
の
々
個
、
り
な
に
う
よ
る
き
で
を
ク

　

、
た
ま
。
る
い
て
し
話
会
に
的
極
積
と
師
護
看
や
師
医

10

の
朝
。
く
行
に
ろ
こ
と
の
ん
さ
者
患
の
ど
ほ
人

た
え
考
を
法
方
理
管
己
自
な
適
最
て
け
向
に
院
退
、
り

。
う
い
と
る
い
て
し
り

日
曜
水
週
毎
は
で
棟
病
科
内
液
血

治
の
者
患
植
移
胞
細
幹
血
造
、
朝
の

カ
う
合
し
話
が
種
職
多
を
針
方
療

供
提
院
同
は
真
写
（

）

棟
病
科
内
液
血

看護師から連絡を受け病棟に
足を運ぶ谷村氏。薬の副作用
を心配する、血液がん患者の
家族と会話し、適切な情報を
提供して不安を和らげた

谷村氏が病棟に出向くと、待ち構
えていたかのように看護師から、
点滴の投与速度に関する質問が寄
せられた

　

朝
の
日
曜
水
、
は
で
棟
病
科
内
液
血
の
階
５
。
る
い
て

話
で
種
職
多
を
針
方
療
治
の
者
患
植
移
胞
細
幹
血
造
に

以
は
氏
村
谷
、
た
ま
。
る
い
て
し
加
参
が
氏
村
谷
の
師

管
の
剤
ん
が
抗
や
理
管
養
栄
の
者
患
植
移
同
、
ら
か
前

。
た
き
て
し
当
担
を
理

　

け
な
が
力
の
師
剤
薬
、
で
療
治
い
し
厳
に
常
非
は
植
移

抗
や
液
輸
、
は
師
剤
薬
。
い
な
き
で
築
構
を
療
治
ば
れ

　

さ
知
認
が
割
役
の
師
剤
薬
の
で
棟
病
各
な
う
よ
の
こ

年
昨
、
れ

11

継
を
薬
参
持
、
で
棟
病
各
の
内
院
ら
か
月

権
う
行
を
断
判
の
期
初
う
い
と
か
る
す
止
中
か
る
す
続

の
る
す
続
継
を
薬
参
持
。
た
れ
ら
え
与
に
師
剤
薬
が
限

タ
に
で
ま
る
出
が
示
指
ら
か
師
医
、
か
の
る
す
止
中
か

と
こ
う
担
が
師
剤
薬
を
断
判
期
初
の
間
の
そ
、
で
こ
そ

　

薬
の
へ
案
提
方
処
や
計
設
方
処
な
う
よ
の
こ
、
後
今

薬
の
ン
ラ
テ
ベ
「
は
氏
村
谷
。
だ
え
考
い
た
き
い
て
し

薬
じ
同
、
が
る
い
て
し
を
案
提
方
処
に
的
常
日
は
師
剤

必
る
す
に
う
よ
る
き
で
が
事
仕
に
う
よ
じ
同
ら
な
師
剤

を
消
解
差
格
、
化
準
標
や
化
一
統
の
務
業
。
る
あ
が
要

。
す
話
と
」
い
た
め
進

断
判
を
止
中、
続
継
の
薬
参
持

当
担
が
師
剤
薬
を
示
指
の
期
初

血液・感染症内科部長玉木茂久氏（右）、薬剤
部副部長谷村学氏

（ 12 ）2013（平成25）年 1 月 1 日　火曜日

病棟階に設置されたサテライトファーマシー。
広いスペースを確保できた

循環器病棟では毎日、病棟の配薬カートに目を
通し、薬の中止や変更をチェックしている

病棟階の中央には、医療スタッフ専
用の広大なエリア「オープンカンファ
レンス」がある

　　　

ス
つ
ず
つ
一
に
棟
病
２
、
り
あ
が
棟
病
つ
ず
つ
二
に

ム
ダ
ン
ラ
が
机
や
子
椅
な
々
様
。
だ
ア
リ
エ
な
大
広
の

。
る
い
て
れ
わ
使
に
議
会
や
憩
休
、
れ
さ
置
配
に

　

。
る
あ
に
所
場
た

　

、
ｍ
８
は
幅
横
。
く
驚
に
さ
広
の
そ
ず
ま、
と
る
れ
入
み

イ
、
台
６
テ
ル
カ
子
電
に
机
の
脚
７
。
ｍ
５
は
き
行
奥

注
、
り
あ
が
棚
品
薬
、
台
２
庫
蔵
冷
、
台
２
チ
ン
ベ
ン

置
配
数
定
の
棟
病
、
に
機
を
転
移
築
新

た
し
託
委
に
者
業
Ｄ
Ｐ
Ｓ
を
務
業

　　

１階にある患者支援センター。こ
こで薬剤師は、手術目的で入院す
る患者について入院前や入院当日
に面談し、血小板凝集抑制剤など
の服用中止を確認している。

緊急の薬剤は、セントラル
ファーマシーから各病棟に気送
管で送られる

専任の薬剤師１人を含むＮＳＴが
平日の午後、各病棟を巡回する
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２
階
の
外
来
化
学
療
法

室
（
50
床
）
に
隣
接
す
る
ケ

モ
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
に
は
安
全
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
を
５
台
配
置
。６
人

の
担
当
薬
剤
師
が
手
分
け

し
、
１
日
当
た
り
入
院
・
外

来
が
ん
患
者
約
30
～
50
人

分
の
抗
が
ん
剤
の
混
合
調

製
を
、
土
日
祝
日
も
含
め
て

行
っ
て
い
る
。午
後
に
作
業

が
一
段
落
す
る
と
、
薬
剤
師

は
病
棟
に
足
を
運
ぶ
。

　

外
来
化
学
療
法
室
で
抗

が
ん
剤
が
初
め
て
投
与
さ

れ
る
患
者
に
は
全
員
に
、
２

回
目
以
降
の
患
者
に
は
必

要
に
応
じ
て
面
談
を
行
う
。

が
ん
化
学
療
法
認
定
看
護

師
の
中
村
晴
代
氏
は
「
副
作

用
発
現
な
ど
問
題
が
あ
る

患
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
薬

剤
師
が
出
向
い
て
話
を
す
る
と
、患
者
さ
ん
は
安
心
す
る
。

１
回
の
説
明
で
は
理
解
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後

も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
け
る
」
と
評
価
。「
強
い
吐
き
気

な
ど
へ
の
対
処
に
悩
む
場
合
に
も
、
す
ぐ
に
薬
剤
師
に
相

手
術
室
の
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

混合調製する薬剤を事前にセット
化し用意しておく

心
臓
手
術
に
使
う
注
射
薬
は
多
種
多
量
。

混
合
調
製
に
は
１
件
１
時
間
か
か
る（
写

真
は
同
院
提
供
）

　

２
階
の
手
術
部
門
の
一
角
に
も
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。森
慶
喜
氏
ら
担
当
薬
剤
師
２
人
の

う
ち
１
人
が
ほ
ぼ
毎
朝
足
を
運
び
、
そ
の
日
に
実
施
さ
れ

る
心
臓
手
術
に
使
う
注
射
薬
の
混
合
調
製
を
、
ク
リ
ー
ン

ベ
ン
チ
で
実
施
し
て
い
る
。

　

調
製
件
数
は
多
い
時
に
は
１
日
３
件
、
通
常
は
１
日
１

件
ほ
ど
だ
が
、
人
工
心
肺
充
填
液
の
混
合
調
製
や
持
続
投

与
薬
の
シ
リ
ン
ジ
を
セ
ッ
ト
し
た
り
す
る
な
ど
、
１
件
の

調
製
に
約
１
時
間
か
か
る
。
調
製

し
た
注
射
薬
は
カ
ゴ
に
ま
と
め
、

午
前
９
時
ま
で
に
手
術
室
に
運

ぶ
。

　

手
術
室
で
使
う
麻
薬
と
毒
薬
の

配
置
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
委
託
せ
ず
、
薬

剤
師
が
管
理
し
て
い
る
。
筋
弛
緩

薬
は
セ
ッ
ト
化
し
て
供
給
し
、
使

い
終
わ
っ
た
空
バ
イ
ア
ル
を
回
収

し
て
数
量
を
確
認
。超
短
時
間
作
用
型
の
全
身
麻
酔
用
鎮

痛
剤「
レ
ミ
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
」は
、
使
用
済
み
シ
リ
ン
ジ
を

金
庫
か
ら
回
収
し
、
電
子
カ
ル
テ
に
記
入
さ
れ
た
使
用
量

と
照
合
し
た
上
で
、麻
薬
管
理
者
に
渡
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
作
業
が
午
前
10
時
頃
に
終
わ
る
と
、
担
当
薬

剤
師
は
病
棟
や
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
へ
移
動
す

る
。そ
の
後
は
呼
び
出
し
に
応
じ
て
、
手
術
室
の
サ
テ
ラ

イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
出
向
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

手
術
室
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

談
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
」と
話
す
。

　

ま
た
、
抗
が
ん
剤
が
周
囲
に
飛
散
し
、
患
者
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　

閉
鎖
式
抗
が
ん
薬
混
合
器
具
を
早
期
か
ら
導
入
し
た
ほ

か
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
尿
や
環
境
か
ら
の
抗
が
ん
剤
検
出

を
評
価
す
る
試
験
を
実
施
し
、
対
策
を
講
じ
て
き
た
。さ

ら
に
、
混
合
調
製
時
に
は
、
点
滴
ル
ー
ト
を
生
理
食
塩
水

で
満
た
し
、
輸
液
に
接
続
す
る
ま
で
の
作
業
を
薬
剤
師
が

担
っ
て
い
る
。こ
う
す
る
こ
と
で
、
病
棟
で
看
護
師
が
輸

液
に
ル
ー
ト
を
接
続
し
た
り
、
エ
ア
抜
き
を
し
た
り
す
る

時
に
抗
が
ん
剤
が
漏
れ
出
る
の
を
防
止
で
き
る
。

　

今
後
は
、
外
来
化
学
療
法
室
で
の
患
者
と
の
面
談
を
拡

充
し
た
い
ほ
か
、薬
薬
連
携
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
い
う
。

　

13
年
４
月
に
は
薬
剤
師
を
３
人
増
員
し
、
以
降
も
段
階

的
に
薬
剤
師
を
増
や
す
構
想
が
あ
る
。「
増
え
た
人
員
は

病
棟
業
務
に
充
て
て
、
も
う
少
し
細
か
い
ケ
ア
を
し
て
い

き
た
い
。救
命
病
棟
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
の
業
務
も
さ

ら
に
充
実
さ
せ
た
い
。
手
術
室
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
の
業
務
も
拡
充
し
て
い
き
た
い
」と
谷
村
氏
は
語
る
。

看護師の中村晴代氏（右）と
会話する薬剤師

抗がん剤の曝露防止に配慮
ケモサテライトファーマシー

心
臓
手
術
用
の
注
射
薬
を
調
製

ケ
モ
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
で

は
土
日
祝
日
も
含
め
て
、
薬
剤
師
が

抗
が
ん
剤
の
調
製
を
担
当
し
て
い
る

安全性に配慮し、点滴ルートを生理食塩
水で満たして輸液に接続するまでの作業
を薬剤師が行う


